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研究成果の概要（和文）：顎口腔領域に悪影響を及ぼす睡眠時ブラキシズム（SB）は、SBイベント発生前に心拍数が上
昇することが知られており、またイベント直前に刺激を与えるとSBは抑制可能であるとされている。そこで今回は、心
拍数上昇をトリガーとして電気刺激を与える装置を開発し、SBを能動的に抑制できるか否かを検討した。
結果、電気刺激を付与することによりSB発生頻度は約55％減少し、持続時間は約40％短縮した。これより、心拍数の上
昇をトリガーとしてSB発生前に電気刺激を付与することで、SB発生を能動的に抑制できることが示唆された．

研究成果の概要（英文）：Sleep bruxism (SB)influences to oro-facial mandibular. SB is known that a heart ra
te rises before SB event outbreak, and it is said that we can control the SB when we stimulate just before
 an event. Then, this study is that we developed the device which gave electrical stimulation as trigger b
y a rise in heart rate and that we considered whether we could suppress an SB actively. 
Results, the SB outbreak frequency decreased approximately 55% and  SB continuation time shortened approxi
mately 40% by electrical stimulation. Therefore,  it was suggested that we could suppress an SB outbreak a
ctively by giving electrical stimulation before SB outbreak as trigger by the rise in heart rate.
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１．研究開始当初の背景 
 睡眠時ブラキシズムは，睡眠時異常行動に
分類されており，睡眠妨害だけでなく歯科に
おいては歯の咬耗や歯または補綴装置の破
折の原因ともなることで知られている．治療
方法としては口腔内装置装着が一般的であ
るが、筋活動の抑制効果は低く、歯や歯周組
織への傷害防止と歯ぎしり音の軽減という
受動的な効果にとどまるとされる SB発生前
には交感神経系の亢進が起きることが知ら
れており，また電気刺激等により SBを抑制
できたという報告がある． 
そこで，睡眠中の心拍数上昇を検知するこ
とで SB発生を事前に予測し，発生前に電気
刺激を与えることによる SBの能動的抑制に
ついて平成 20～22年度基盤研究（C）で検証
し、結果電気刺激により SBを能動的に抑制
できることが示された． 
 
２．研究の目的 
 前回の研究では心拍検知に心電図を用い
た．この心電を計測するには装置が大きく，
皮膚に電極が貼付されるため，被験者に不快
感を与えた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ↑ 図１）心電図貼付図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ↑ 図２）筋電心電テレメーターシステム 
      原田電子工業 
 
 また咬筋に刺激を与えるには，心拍数が基
準値を超える値（トリガー値）となることを
検知するためのパソコンソフトと，そのトリ
ガー認知により刺激発生シグナルを作製す
るシグナル送信機，そしてシグナルにより実
際に咬筋に刺激を与える刺激装置の３つが
必要であった．これは装置の数が３つも必要
であり、数が多いことにより不慮がさらに出
やすく困難であった．また被験者の睡眠の負

担になると考えられた．加えて，電気刺激は
侵襲性が大きいとも考えられた． 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ↑図３） 刺激発生装置（NS101） 
      ユニークメディカル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ↑図４） 刺激発生装置貼付図 
 
 上記のことから患者への身体的，精神的負
担を軽減し，かつ動作誤差を少なくするよう
な新しい装置の開発が考えられた． 
 
３．研究の方法 
交感神経の亢進の検知に，手指で脈派を計
測することにより行った．脈派は末梢部位の
動脈における血液の容積変化を表す生体情
報で，脈派には心拍動による情報と，動脈の
状態が反映される．これを図に示す指輪型光
センサーを用いて行った．光センサーは光セ
ンシング原理により光源から生体に向けて
発光し，その反射光を受光することでセンシ
ングすることで脈波形を取得する．動脈血中
には酸素化ヘモグロビンが存在し，入射光を
吸収する特性（吸光度特性）があるため，時
系列で脈派を計測することができる．光セン
サーには光源と受光を同一平面上に配置し
た表面実装型の反射型光センサーを用い，そ
れを指に８枚のパネルを輪のように包むこ
とで精度を上げた．これにより電極貼付の不
快感や脱離といった患者の精神的ストレス
と装置動作ミスといった不備が軽減された．
さらに睡眠ステージで脈派は変化するため，
ある程度任意に基準心拍数を設定できるよ
うにした． 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ↑ 図５）新 SB 抑制装置一式 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ↑ 図６）指輪型センサー（横図） 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

        
 ↑ 図７）指輪型センサー（縦図） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
↑ 図４）腕時計型送受信機・刺激装置 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ↑ 図５）トリガー検知器・記録管理機 
 
そしてトリガー検知器は、光センサーの計
測装置とワイヤレスにて傍に設置して受信
することとした。これにより被験者接触負担
は格段に減少した。さらに、このトリガー検
知機に組み込んだコンピューターにデータ
を保存すると共に、トリガー値を検知した場
合刺激装置にシグナルをワイヤレスにて送
信させた。 
また、抑制刺激には振動を選んだ。これに
より患者への侵襲性の懸念が大きく減少し
た。刺激装置は腕時計型とし、装置自体が振
動することで睡眠時の障害を削減した。また、
「腕時計型」とすることで被験者の装着のし
やすさは改善された。 
また、先述の指輪型光センサーは腕時計型刺
激装置と一体化することで固定され、安定し
た脈派計測へと実現した。 
さらに、今回の装置では振動だけでなく、
音など別の刺激を与えることができるよう
にした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ↑ 図６）新 SB 抑制装置装着時 
 
 
４．研究成果 
 この装置開発では，体動等による様々なノ
イズを除外した心拍計測と刺激発生装置の
小型化が重要であった。なぜなら被験者は睡
眠中のため、無意識下にあるので体動の予想
ができず、装置のミスは実験に大きく誤差を
生んだからである。また、心拍亢進の基準と
なる安静時の脈拍数の決定については、睡眠
ステージで脈拍は変化するため、ある程度任
意に基準脈拍数を設定できるようにした。 



 心拍亢進検出の精度向上と抑制刺激の最
適化を目指して装置の改良には機関が必要
であるため今後はその継続を考えている。 
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